
大きなジャガイモとれました
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広報ながしま  2026年５月号  ｜  ２

令和8年（2026年） No.242

5
たくさんのジャガイモを～第15回じゃがいもまつり～
６期目の町政を担う～川添町長就任のあいさつ～
町議会議員14人が決定
各地区の自治公民館長を紹介します
小型動力ポンプ付積載車を配備／妊婦と家族のファミリー講座
土壌検査を実施

「物価高応援プレミアム付商品券」について／農業用廃プラ
スチック類の回収
先発医療品希望者の自己負担の仕組み
浄化槽の法定検査を受けましょう／手話講座の受講生を募
集します
軽自動車税の減免を行っています／木造住宅の耐震性に係
る費用補助
出前講座を紹介します～地域包括支援センターだより～／
甲種防火管理新規講習を実施します
気象の警報などが大きく変わります
北薩広域行政事務組合当初予算
野鳥のヒナを見つけたら／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お礼・お悔や
み／編集後記／中学生・高校生リーダー会員募集

［裏表紙］ふれあい・ながしま軽トラ市を開催

令和８年４月30日現在 ※（ ）は前月比

4,406 （+27）

（-8）

（２）

（-4）

4,609
4,411
9,022

 ４月26日 （日） ９時54分

　４月 26 日、毎年恒例
のじゃがいもまつりが開
催されました。
　参加者らは、長島自慢
のジャガイモを詰め放題
や掘り取り体験で楽し
み、大きなジャガイモに
よろこびの声が聞こえて
来ました。

（関連記事＝ P ３）
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３ ｜  広報ながしま  2026年５月号

た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

　
　
　
～
第
15
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
～

　

第
15
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
が

４
月
26
日
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
会
場
（
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周

辺
）
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

７
０
０
０
人
の
来
場
者
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　
９
時
の
開
場
を
前
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

詰
め
放
題
の
受
け
付
け
テ
ン
ト
前
に

は
参
加
者
が
列
を
な
し
て
に
ぎ
わ
い
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
鹿
児
島
い
ず

み
農
業
協
同
組
合
の
京
田
提
樹
実
行

委
員
長
が
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
が

例
年
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
市
場
に
並
ぶ
鹿
児
島
県
産
の
ほ

と
ん
ど
は
長
島
町
産
に
な
る
の
で
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
今
日
の
祭

り
を
楽
し
ん
で
長
島
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
た
く
さ
ん
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
開
幕
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、地
元
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
や
バ
ル
ー
ン
マ
ン
ａ
ｎ
ｄ
じ
ゃ
ん

け
ん
ガ
ー
ル
ズ
な
ど
が
会
場
を
盛
り

上
げ
、
畑
で
行
わ
れ
た
掘
り
取
り
体

験
に
は
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
多
く

の
来
場
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
毎
年
人
気
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
く
さ
ん
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
手
に
し
た
来
場
者
か
ら

は
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
詰
め
放
題
に
参
加
し
た
米
田
吉
行

さ
ん
（
都
城
市
）
は
「
た
く
さ
ん
詰

め
て
楽
し
め
た
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

や
カ
レ
ー
に
し
て
味
わ
い
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

あいさつする京田実行委員長あいさつする京田実行委員長

賞品をかけてみんなでじゃんけん賞品をかけてみんなでじゃんけん

ジャガイモのプレゼントジャガイモのプレゼント

ハートのジャガイモみつけたハートのジャガイモみつけた

詰め放題に長蛇列詰め放題に長蛇列

丁寧に掘り取り丁寧に掘り取り

袋いっぱいのジャガイモ袋いっぱいのジャガイモ

親子で詰め放題親子で詰め放題



広報ながしま  2026年５月号  ｜  ４５ ｜  広報ながしま  2026年５月号

６
期
目
の
町
政
を
担
う　

　
　
　
　
～
川
添
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
～

　
任
期
満
了
に
伴
う
長
島
町
長
選
挙

と
長
島
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
７

日
に
告
示
さ
れ
、
４
月
12
日
投
開
票

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
島
町
長
選
は
、
現
職
の
川
添
健

氏
（
82
）
が
、
無
投
票
で
再
選
し
ま

し
た
。

　
川
添
氏
は
こ
れ
ま
で
の
５
期
20
年

の
経
験
を
生
か
し
、「
夢
と
活
力
が

あ
っ
て
福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
、
次
の
20
年
を
見
据
え

た
基
礎
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

～
６
期
目
を
迎
え
て
～

　

こ
の
た
び
の
長
島
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
引
き
続
き
６
期
目
の
町

政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
か
み

し
め
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す

る
た
め
に
、
誠
心
誠
意
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
私
は
平
成
18
年
の
合
併

後
、
初
代
町
長
に
就
任
し
、
新
「
長

島
町
」
の
礎
を
築
く
た
め
に
、「
夢

と
活
力
が
あ
る
福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策
目
標
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
私
は
町

長
と
し
て
21
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
政
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
、

議
会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
に
お
い

て
は
、「
石
積
み
と
花
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
景
観
づ
く
り
や
、
ぐ
る
っ

と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
住
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
者
が
学
び
、
再
び
長
島

へ
戻
っ
て
活
躍
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
と
し
て
、
本
町
独
自
の
「
ぶ
り
奨

学
金
制
度
」
を
創
設
し
、
人
材
育
成

と
地
域
回
帰
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
方
創
生
人
材
の
活
用

や
国
の
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
若
者
の
定
着
や
所
得

安
定
な
ど
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
き
た
結
果
、「
消
滅
可
能
性

自
治
体
」
か
ら
の
脱
却
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
産
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、農
業・

水
産
業
を
基
軸
と
し
た
地
域
経
済
の

持
続
と
発
展
に
向
け
、
生
産
基
盤
の

強
化
や
付
加
価
値
の
向
上
に
取
り
組

み
、
町
の
強
み
を
生
か
し
た
産

業
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
福
祉
・
医
療
・
教
育

の
分
野
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町

福
祉
事
務
所
の
設
置
を
は
じ

め
、
診
療
所
整
備
、
獅
子
島
に

お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た

教
育
環
境
の
充
実
と
し
て
、
本

年
１
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て

中
学
校
再
編
統
合
に
関
す
る
議
決
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
本
年
３
月
、
町
制
施
行

20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
21
年
目
を
迎
え
た
い
ま
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
礎
と
し
、
獅
子
島
架

橋
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
将
来
に

関
わ
る
重
要
課
題
に
も
正
面
か
ら　
　
　
　

向
き
合
い
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　

町
政
の
発
展
は
、
町
民
の
絆
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
職
員
が
一

致
団
結
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
の
皆
さ
ま

と
の
強
調
、
協
力
体
制
が
不
可
欠

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

長島夢追い元気発電所長島夢追い元気発電所

ぶり奨学金制度ぶり奨学金制度旅客船「ロザリオ・カーム」旅客船「ロザリオ・カーム」子ども第三の居場所「スマイルアイランド」子ども第三の居場所「スマイルアイランド」

鷹巣診療所鷹巣診療所

メロディ―ラインメロディ―ライン

20 周年記念式典20 周年記念式典ぐるっと一周フラワーロードぐるっと一周フラワーロード

石積とイルミネーション石積とイルミネーション



広報ながしま  2026年５月号  ｜  ６７ ｜  広報ながしま  2026年５月号

町
議
会
議
員
14
人
が
決
定

　
長
島
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数

14
に
対
し
、
現
職
９
、
新
人
７
の
計

16
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
当
選
者

は
、
現
職
９
人
、
新
人
５
人
で
、
い

ず
れ
も
無
所
属
で
す
。

　
４
月
28
日
に
長
島
町
議
会
臨
時
会

が
開
か
れ
、
議
長
に
小
田
勝
志
氏
、

副
議
長
に
池
田
安
彦
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
常
任
員
会
な
ど
の
議

会
構
成
も
決
定
し
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
町
の
総
人
口
９
０
２
６
人
（
令
和
８
年
３

月
31
日
時
点
）
に
対
し
て
、
当
日
の
有
権
者

数
は
７
４
４
８
人
。
投
票
総
数
は
６
０
９
１

票
（
無
効
票
は
63
票
）、
投
票
率
は
81
・
78
㌫

で
、
投
票
を
棄
権
し
た
か
た
は
１
３
５
７
人

で
し
た
。

得
票
数

立
候
補
者
名

当
選
回
数

６
９
１
票

濵
田　
光
夫

１
回

６
１
６
票

山
下　
俊
弘

１
回

４
９
９
票

池
田　
安
彦

３
回

４
３
７
票

兒
玉　
　
誠

３
回

４
３
１
票

中
浦　
雅
彦

２
回

４
２
３
票

竹
山　
司
郎

３
回

４
０
０
票

大
戸　
宏
章

１
回

３
６
１
票

岩
下　
友
成

１
回

３
５
７
票

小
田　
勝
志

４
回

３
４
４
票

上
平　
　
重

２
回

３
４
２
票

町
田　
清
浩

１
回

３
３
４
票

古
田　
一
博

５
回

２
５
７
票

楠
元　
康
博

２
回

２
３
４
票

上
筋　
睦
雄

３
回

１
８
０
票

松
山
紀
久
男

１
４
６
票

米
世　
智
美

長
島
町
議
会
議
員
選
挙
の

開
票
結
果
（
定
数
14
ー
立
候
補
者
数
16
）

当日有権者数
7,448 人

投票率　81.78％
（前回、令和４年４月の投票率　

81.34％）

投票棄権　1,357 人

投票総数　6,091 人

大戸　宏章
（52 歳）城川内

議席番号１

町田　清浩
（53 歳）小浜

議席番号 2

岩下　友成
（60 歳）宮ノ浦

議席番号 3

濵田　光夫
（62 歳）藤之元

議席番号 5

山下　俊弘
（65 歳）小坂

議席番号 6

上平　重
（62 歳）浦底

議席番号 7

楠元　康博
（78 歳）小浜

議席番号 10

兒玉　誠
（69 歳）菅牟田

議席番号 11

竹山　司郎
（73 歳）伊唐

議席番号 12

中浦　雅彦
（68 歳）幣串

議席番号 8

池田　安彦
（68 歳）幣串

議席番号 15

上筋　睦雄
（78 歳）唐隈

議席番号 13

古田　一博
（76 歳）指江

議席番号 14

小田　勝志
（71 歳）浦底

議席番号 16

当当 当 当 当 当 当 当 当 当 当 当当 当

役
職

氏
名

議
長

小
田　
勝
志

副
議
長

池
田　
安
彦

総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長

上
平　
　
重

副
委
員
長

竹
山　
司
郎

委
員

町
田　
清
浩

岩
下　
友
成

濵
田　
光
夫

古
田　
一
博

小
田　
勝
志

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

上
筋　
睦
雄

副
委
員
長

中
浦　
雅
彦

委
員

大
戸　
宏
章

山
下　
俊
弘

楠
元　
康
博

兒
玉　
　
誠

池
田　
安
彦

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

中
浦　
雅
彦

副
委
員
長

竹
山　
司
郎

委
員

上
平　
　
重

上
筋　
睦
雄

池
田　
安
彦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

山
下　
俊
弘

副
委
員
長

濵
田　
光
夫

委
員

大
戸　
宏
章

中
浦　
雅
彦

竹
山　
司
郎

監
査
委
員

楠
元　
康
博

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員

大
戸　
宏
章

濵
田　
光
夫

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

議
員

町
田　
清
浩

岩
下　
友
成

長 島 町 議 会 構 成



広報ながしま  2026年５月号  ｜  ８

各
地
区
の
自
治
公
民
館
長
を
紹
介
し
ま
す

大
字
区
分

新

行
政
区

氏　
　
　

名

山
門
野

田

尻

樫
谷　

志
郎

火
ノ
浦

火
之
浦　

勝

山
門
野

立
野　
　

望

加
世
堂

加
世
堂
照
男

川

床

●

川
床
下

石
橋　

久
信

●

川
床
中

田
中　

真
一

川
床
上

竹
本　

浩
憲

●

小

坂

赤
﨑　

正
美

●

杉
ノ
段

長
田　

秀
徳

梅
ノ
木
山

小
城　

久
義

●

牧

牧　
　

達
哉

市
来
崎

崎
迫　

正
一

●

脇

崎

﨑
川　

逸
男

●

塩

追

　

元　

千
和

鷹

巣

赤

崎

赤
嵜　
　

清

●

山

寺

竹
上　

直
登

●

上

揚

木
上　

勝
徳

●

野

中

桐
野　

知
嘉

菅
牟
田

溝
口　

拓
郎

山

中

畠
中　
　

保

●

本

町

栫　
　
　

正

西

中
村　

国
治

矢

堂

杉
元　

亮
一

宮
ノ
浦

平
野　

利
夫

●

伊

唐

平
畠　

正
明

浦

底

浦

底

立
山　

茂
盛

●

福
ノ
浦

川
畑　

秀
紀

桂

代

川
田　
　

誠

●

三

船

平
野
淳
一
郎

諸

浦

薄

井

竹
島　

憲
和

白

瀬

原
田　

政
博

本

浦

白
石　

幹
男

葛

輪

前
田　

俊
治

令
和
８
年
度
長
島
町
自
治
公
民
館
長
会
議
が
４
月
20
日
、

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
町
内
55
地
区
の
自
治
公
民
館
長
が
出
席
し
、

川
添
町
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
担
当
課
長
か
ら
行
政

の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
自
治
公
民
館
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

獅
子
島

片

側

小
林　

豊
樹

御
所
ノ
浦

島
田　

恒
行

湯
ノ
口

湯
元　
　

刷

幣

串

池
田　

守
彦

平

尾

●

平
尾
中
南

瀬
戸
口
広
幸

母
良
木

山
﨑　

友
喜

藤
之
元

田
渕　

賢
吾

萩
之
牟
礼

井
手　

道
夫

茅

屋

田
浦　

美
次

浜

漉

江
口　

五
夫

北
方
崎

瀨
﨑　

公
大

犬
鹿
倉

小
川　

広
幸

蔵
之
元

蔵
之
元

二
階
堂　

徹

●

小

浜

大
平　

晃
信

指

江

指

江

濵
﨑
慎
二
郎

川

内

小
川　

武
男

城
川
内

城
川
内

林　
　

幸
弘

唐

隈

柏
木　

義
郎

下
山
門
野

広

野

山
下　

義
久

潟

𠮷

川　

秀
記

汐

見

濵
田　

照
幸

●

馬

込

濵
田　

伸
弘

一
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小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
配
備

　
救
助
資
機
材
を
搭
載
し
た
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
、
城
川
内
分

団
唐
隈
班
に
配
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、「
総
務
省
消
防
庁

が
所
管
す
る
消
防
団
無
償
貸
付
車

両
」
で
、
令
和
７
年
度
に
消
防
庁
か

ら
本
町
に
無
償
貸
付
を
受
け
た
車
両

と
な
り
ま
す
。

　
長
島
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
諸

浦
分
団
に
配
備
し
た
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

型
に
続
き
２
台
目
の
配
備
で
す
。

　

電
動
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
救
助
資

機
材
を
搭
載
し
た
車
両
で
、
全
面

シ
ャ
ッ
タ
ー
式
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
機

材
を
搭
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小

型
ポ
ン
プ
の
出
し
入
れ
も
油
圧
昇
降

装
置
を
設
置
。
団
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
救
助
に
使
用
す
る
資
機

材
と
最
新
の
小
型
ポ
ン
プ
が
付
属
さ

れ
て
い
て
、
町
民
の
生
命
と
身
体
、

財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
責
務
と
す

る
消
防
団
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

車
両
で
、
消
防
団
の
迅
速
確
実
な
活

動
と
団
員
の
安
全
確
保
に
寄
与
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
消
防
係

　
☎︎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

妊
婦
と
家
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座

〇
内
容

　
妊
娠・
出
産・
育
児
に
関
す
る
知
識
や
方
法
な
ど
、
妊
婦
さ
ん
や
ご

家
族
の
質
問
や
相
談
に
応
え
ま
す
。

　
講
師
に
は
経
験
豊
富
な
助
産
師
を
迎
え
、
妊
娠
中
に
摂
り
た
い
栄
養

素
を
含
ん
だ
食
事
の
試
食
や
、
沐
浴
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
内
容
の
詳
細
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い

〇
日
時　

※
２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す

・
１
回
目

　
５
月
26
日（
火
）　

　
午
後
１
時
～
４
時
頃
ま
で

・
２
回
目

　
６
月
２
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
４
時
頃
ま
で

〇
場
所

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳

〇
参
加
料　
　

　
無
料

　
町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
元
気

で
健
康
に
育
つ
よ
う
、
そ
し
て
家
族

が
出
産
・
育
児
を
安
心
し
て
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
年
間
約
50
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
妊
娠
の
か
た
も
２
回
目
以
降
の

妊
娠
の
か
た
も
、
同
じ
頃
に
出
産
を

迎
え
る
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
だ
り
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
お
友

達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
子
や
孫
を
迎
え
る
家
族

も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
両
日
と

も
保
育
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
様
連
れ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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土
壌
検
査
を
実
施

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
政
課
農
政
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

生
育
不
良
の
畑
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
町
の
畑
の
多
く
は
、
低
ｐ
Ｈ
（
酸

性
）
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
）・

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
苦
土
）が
不
足
し
、

リ
ン
酸
・
カ
リ
が
過
剰
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
に
お
い
て
は
、

出
芽
が
悪
い
こ
と
や
草
丈
が
低
い
、

葉
が
早
く
に
黄
色
く
な
る
、
葉
や
茎

に
斑
点
が
あ
る
、
生
育
が
遅
い
な
ど

の
症
状
が
発
生
し
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

土
壌
検
査
を
行
い
、
結
果
に
基
づ
く

施
肥
量
を
示
し
た
処し
ょ
ほ
う
せ
ん

方
箋
を
作
成
し

て
渡
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
、

検
査
用
の
土
壌
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
土
壌
の
採
取
・
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

１ 

提
出
時
期

　
５
月
18
日(

月)

～
５
月
26
日
（
火)  

２ 

土
壌
提
出
場
所

　
野
菜
集
荷
所
（
町
内
８
カ
所
）
に
設
置
す
る
回
収
コ
ン
テ
ナ
（
平
尾・

蔵
之
元
・
指
江
・
汐
見
・
山
門
野
・
田
尻
・
伊
唐
・
鷹
巣)

３ 

提
出
点
数　

　
原
則
と
し
て
各
農
家
２
点
以
内
。 

特
に
生
育
の
悪
い
畑
を
優
先
し

て
く
だ
さ
い
。

４ 

土
壌
採
取
方
法

　
可
能
な
限
り
、
土
壌
水
分
の
少
な
い
時
に
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。

【 
採
取
方
法
お
よ
び
採
取
量 

】

・
図
１
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
ほ
場
か
ら
５
カ
所
土
壌
を
採
取
し
、
混

合
し
た
も
の
を
１
検
体
と
す
る
。

・
ほ
場
の
中
央
部
よ
り
１
カ
所(

①)

と
、
対
角
線
上
に
４
カ
所(

② 

③ 

④ 

⑤)

採
取
す
る
。	

・
表
土
５
㌢
を
除
去
し
深
さ
５
～
15
㌢
の

土
壌
を
移
植
ご
て
で
採
取
す
る
。

・
採
取
量
は
①
～
⑤
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
各
茶
碗
１
杯
（
１
０
０
㌘
）
程
度
と
し
、

５
カ
所
分
を
一
つ
の
袋
の
中
で
よ
く
混
ぜ

る
（
全
部
で
茶
碗
５
杯
分
程
度 

） 

※
採
取
禁
止
箇
所

・
特
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

・
堆
肥
の
積
ん
で
あ
っ
た
場
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
肥
料
が
こ
ぼ
れ
た
と
こ
ろ

・
そ
の
他
特
別
な
要
因

※
図
２
の
深
さ
で
土
壌
を
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。

５ 

提
出
方
法

　
回
収
場
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
白
い
紙
に
、
次
の
事
項
を
記
入

し
て
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

・
ほ
場
の
字
地
番

・
土
壌
採
取
前
の
堆
肥
・
肥
料
の
有
無
、
さ
つ
ま
い
も
作
付
の
有
無

・
生
育
不
良
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
の
症
状

６ 

診
断
項
目　

　
土
壌
ｐ
Ｈ
、
Ｅ
Ｃ
、
石
灰
、
苦
土
、
カ
リ
、
リ
ン
酸
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
（
推
定
）

７ 

検
査
結
果

　
土
壌
診
断
結
果
に
基
づ
く
処
方
箋
を
作
成
の
う
え
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
検
査
用
の
土
壌
回
収
期
間
中
に
天
候
不
良
で
土
壌
が
採
取
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
時
な
ど
の
晴
れ
た
日
に
早
目
に
採
取
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①

③②

⑤④ 中央

図１

採
取
位
置

５
～
15
㌢

５
㌢
５
㌢

地表面から５㌢は
取り除く

図２　　地表面
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・ 

J
　

A
長
島
馬
鈴
薯
選
果
場

・
田
尻
自
治
公
民
館

・
小
浜
漁
港

・
平
尾
サ
メ
シ
マ
フ
ー
ズ
駐
車
場

・
J
A
東
馬
鈴
薯
選
果
場

・伊
唐
港（
大
橋
手
前
駐
車
場
）

回

収

場

所

 

6
月
19
日
（
金
）

 

6
月
18
日
（
木
）

 

6
月
17
日
（
水
）

回

収

日

午前８時～ 10 時 時
間

回

収

品

目

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
二
ー
ル
・
農
薬
使
用
済
み
袋

（
ポ
リ
容
器
含
む
）・
肥
料
袋

回
収
費
：
40
円
／
㌔

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

〇
肥
料
袋
の
梱
包

　
同
じ
種
類
の
袋
を
２
つ
折
に
し
て

重
ね
て
合
わ
せ
ま
す
。肥
料
袋
で
作
っ

た
ひ
も
で
十
文
字
に
結
束
し
ま
す
。

※
ひ
も
以
外
の
肥
料
袋
な
ど
で
結
束

さ
れ
た
も
の
は
、
回
収
で
き
な
い
た

め
、
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

【
正
し
い
例
】

【
悪
い
例
】

↓↓

　
使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
は
、
産
業
廃
棄
物
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
使

用
し
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し
く

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回

収
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

回
収
方
法
に
従
い
、
最
寄
り
の
回
収

場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
廃
ポ
リ
・
ビ
ニ
ー
ル
の
梱
包

　
約
１
㍍
間
隔
に
杭
な
ど
を
打
ち
、

ビ
ニ
ー
ル
を
巻
き
つ
け
ま
す
。
１
梱

包
10
㌔
程
度
と
し
、
３
カ
所
を
結
束

し
ま
す
。

※
同
じ
フ
ィ
ル
ム
で
縛
り
、土
や
砂
、

そ
の
他
の
異
物
を
取
り
除
き
ま
す
。

〇
農
薬
使
用
済
み
容
器

(

紙
袋
ま
た
は
ポ
リ)

の
回
収

　
農
業
用
ポ
リ
容
器
は
水
で
洗
浄
し

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
い
な
い
ポ
リ

容
器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
農
薬
の
廃
袋
は
水
で
洗
浄
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
持
ち
込
み
時
の
留
意
事
項

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
搬
入
す
る
際

は
「
産
業
廃
棄
物
積
載
車
」
と
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
側
面
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
伊
唐
地
区
は
伊
唐
港
で
測
量
し
、

伊
唐
島
側
の
大
橋
手
前
駐
車
場
で
回

収
し
ま
す
。

〈正しい梱包の例〉

「
物
価
高
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」　

　
　
　
　
　
　
　
の
再
販
売
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
長
島
町
内
の
店
舗
に
お
い
て

期
間
限
定
で
利
用
で
き
る
、「
物
価

高
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

　　
同
商
品
券
の
売
れ
残
り
が
発
生
し

た
場
合
、
抽
選
に
よ
り
６
月
10
日

（
水
）、
再
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

購
入
希
望
者
は
商
品
券
購
入

の
際
、
同
封
の
「
売
れ
残
り
商

品
券
購
入
引
換
券
」
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
同
引
換
券
は
、
抽
選
す
る
際
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
抽
選
結
果
は
各
自
に
通
知
書
と

同
時
に
「
売
れ
残
り
商
品
券
購
入

引
換
券
」
を
同
封
し
、
再
郵
送
し

ま
す
の
で
、
販
売
期
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

～
売
れ
残
り
が
発
生
し
た
場
合
～

見 本

【「売れ残り商品券購入引換券」は購入
の際必ずご持参ください】
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先
発
医
薬
品
希
望
者
の
自
己
負
担
の
仕
組
み

　
６
月
か
ら
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が
あ
る
薬
で
、
先

発
医
薬
品
の
処
方
希
望
者
は
、
特
別
の

料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

別
の
料
金
と
は
、
先
発
医
薬
品
と
後
発

医
薬
品
の
価
格
差
の
２
分
の
１
相
当
の

料
金
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、

先
発
医
薬
品
の
価
格
が
１
錠
１
０
０

円
、
後
発
医
薬
品
の
価
格
が
１
錠
60

円
の
場
合
、
差
額
40
円
の
２
分
の
１

で
あ
る
20
円
を
、
通
常
の
１
～
３
割

の
患
者
負
担
と
は
別
に
特
別
の
料
金

と
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・「
特
別
の
料
金
」
は
課
税
対
象
で

あ
る
た
め
、
消
費
税
分
を
加
え
て
の

支
払
い
と
な
り
ま
す
。

・
端
数
処
理
の
関
係
な
ど
で
特
別
の

料
金
が
２
分
の
１
ち
ょ
う
ど
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
後
発
医
薬
品
が
い
く
つ
か
存
在
す

る
場
合
は
、
薬
価
が
一
番
高
い
後
発

医
薬
品
と
の
価
格
差
で
計
算
し
ま
す
。

・
薬
剤
料
以
外
の
費
用
（
診
療
・
調

剤
の
費
用
）
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

先発医薬品
※医療上の必要性がある場合 保 険 給 付 患者負担

後発医薬品 保 険 給 付 患者負担
先発医薬品と
後発医薬品の価格差

先発医薬品
※患者が希望する場合 保 険 給 付 患者負担 特 別 の

料 金

価格差の 1/2 相当

患者負担の総額

〇【
特
別
の
料
金
」
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１ 

全
て
の
先
発
医
薬
品
が「
特
別
の
料
金
」
を
支
払
う
対
象
と
な
り

ま
す
か
。

Ａ 

い
わ
ゆ
る
長
期
収し
ゅ
う
さ
い
ひ
ん

載
品
と
呼
ば
れ
る
同
じ
成
分
の
後
発
医
薬
品
が

あ
る
先
発
医
薬
品
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２ 

な
ぜ「
特
別
の
料
金
」
を
支
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か

Ａ 

み
な
さ
ん
の
保
険
料
や
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
医
療
保
険
の
負
担
金

を
公
平
に
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆
保
険
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
国

は
、
価
格
の
安
い
後
発
医
薬
品
へ
の
置
き
換
え
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
医
療
上
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
よ
り
価
格
の

高
い
一
部
の
先
発
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、「
特
別
の
料
金
」
と

し
て
、
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
、
後
発

医
薬
品
の
さ
ら
な
る
使
用
促
進
に
向
け
て
、「
特
別
の
料
金
」
を
先
発
医

薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
価
格
差
の
２
分
の
１
相
当
と
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
医
療
機
関
・
薬
局
の
収
入
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
保
険
給

付
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
３ 

ど
の
よ
う
な
場
合
に「
特
別
の
料
金
」
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
か
。

Ａ 

例
え
ば
、
使
用
感
や
味
な
ど
、
薬
の
有
効
性
に
関
係
の
な
い
理
由

で
先
発
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
に「
特
別
の
料
金
」
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
過
去
に
当
該
後
発
医
薬
品
に
お
い
て
副
作
用
が
出
た

こ
と
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
に
相
談

く
だ
さ
い
。

Ｑ
４ 

流
通
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
や
薬
局
に
後
発
医
薬
品

の
在
庫
が
な
い
場
合
に
は「
特
別
の
料
金
」
が
発
生
し
ま
す
か
。

Ａ 

流
通
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
や
薬
局
に
後
発
医
薬
品
の

在
庫
が
な
い
場
合
に
は
、「
特
別
の
料
金
」
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

　

特別の料金の対象となる医
薬品の一覧などはこちらへ

後発医薬品（ジェネリック医
薬品）に関する基本的なこと
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手
話
入
門
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

〇
対
象
者

　
小
学
４
年
生
以
上

〇
開
催
期
間
お
よ
び
時
間

　
６
月
11
日（
木
）
～
11
月
19
日（
木
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
全
23
回
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

〇
会
場

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

〇
受
講
料

　
無
料

※
損
害
保
険
料
３
５
０
円
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

〇
申
込
期
限　

　
６
月
３
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

　
町
で
は
、
手
話
の
基
本
的
な
技

術
を
学
び
た
い
か
た
や
手
話
を
通

じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

み
た
い
か
た
な
ど
を
対
象
に
手
話

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
を
習
っ
た
こ
と
が
な
い
初

心
者
の
か
た
も
歓
迎
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
浄
化
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
流
す
こ
と
が
で

き
る
装
置
で
す
。

　
浄
化
槽
の
使
用
者
は
保
守
点
検
や

清
掃
と
は
別
に
、
機
能
が
正
常
に
維

持
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
、
年

１
回
の
法
定
検
査
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
、
鹿
児
島
県
環
境
保

全
協
会
の
検
査
員
が
行
い
ま
す
。
検

査
実
施
期
間
を
４
年
周
期
と
し
、
検

査
員
が
４
年
間
に
１
回
の
基
本
検
査

と
、
採
水
員
が
４
年
間
に
３
回
の
採

水
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽
の

使
用
者
に
は
、
検
査
日
程
の
事
前
通

知
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
受
検
し
ま

し
ょ
う
。

問い合わせ先
・役場水道課下水道係
　☎ （86）１１１４ ［直通］

・（公財）鹿児島県環境保全協会
　☎ ０９９ （２９６）９０００ ［直通］

・鹿児島県生活排水対策室
　☎ ０９９ （２８６）３６８５ ［直通］

検査手数料について（一般家庭５～ 10 人槽）

採水員検査
基本検査

（ガイドライン検査）
ー

3,000 円
5,000 円 合併浄化槽

4,000 円 単独浄化槽
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軽
自
動
車
税
の
減
免

　
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど

に
つ
い
て
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
減
免
を
受
け
た
か

た
で
、
申
請
し
た
内
容
に
変
更
が
な

い
場
合
、
減
免
が
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
運
転
者
の
変
更
や
免
許
証
の
更
新

な
ど
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
納
期
限
ま
で
に
再
度
、
申
請
が

必
要
で
す
。

※
令
和
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
身
体

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

※
自
動
車
税
（
県
税
）
と
の
減
免
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
申
請
期
限

　
６
月
１
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

減免対象となる軽自動車税 必要書類

〇社会福祉法人が所有し、社会福祉事業を行うため

に直接使用するもの

〇特定非営利活動法人などが所有し、福祉サービス

等公益的な活動のために直接使用するもの

・車検証

・団体、法人等の規約、定款の写し

・自動車運行状況書（他の用途にも使用する場合、

提出が必要です。）

①身体障がい者、精神障がい者または知的障がい者

のかたが所有するもの

② 18歳未満の身体障がい者や精神障がい者、知的

障がい者と生計を一つにするかたが所有するもの

※障がいの内容や等級によっては減免が受けられな

い場合があります。

・軽自動車税納付書または口座振替用納税通知書

・マイナンバーカード（納税義務者）

・運転免許証またはマイナ免許証（運転するかた）

・車検証（車検のない原付などは除く。）

・障害者手帳

・入院証明書、通所証明書（該当のかたのみ）

〇車の構造が身体障がい者などの利用に供するため

のもの（車いす移動車など）

・上記、必要書類及び仕様書、写真など構造につい

て確認できる資料

木
造
住
宅
の
耐
震
性
に
係
る
費
用
補
助

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

　
町
で
は
、木
造
住
宅
に
係
る
耐
震

診
断
の
費
用
、耐
震
改
修
工
事
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
対
象
は
、現
在
の
建
築
基
準
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震

性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
金
額

・
耐
震
診
断　

　
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
６
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
１
０
０
分
の
23　

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
30
万
円
）

〇
条
件

・
長
島
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
基
準
を
満
た

す
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
耐
震
診
断
技
術
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
耐
震
診
断
で
あ
る
こ
と

・
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
に
よ
り
規
定
の
数
値
以
下
の

構
造
耐
力
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
注
意
事
項

・
申
請
し
た
場
合
で
も
、必
ず
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
事
業
の
協
議
後
、次
年
度
以
降
の
実
施
と
な
り
ま
す

・
建
築
物
の
詳
細
が
わ
か
る
官
公
署
の
発
行
し
た
書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
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　　文字を並び替えて単語を２つ作りましょう。

　
　
　「人生会議しとこう」「人生会議しとこう」

　 家 族に気を 使い、本 音を言えない
人 は少 なくありま せん。ACP は“ 本
当はどうしたいか”を安心して話せる
場です。対 話を 通じて家 族 の 負 担も
軽減できます。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３ ［
直
通
］

出
前
講
座
を
紹
介
し
ま
す

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
「
最
近
、物
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
い

つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
ど
う
過
ご
そ
う

か
な
」
な
ど
の
悩
み
は
な
い
で
す
か
。

　
長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ

ロ
ン
な
ど
、
地
域
の
集
ま
り
に
出
向

き
、
介
護
予
防
や
認
知
症
な
ど
に
つ

い
て
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。
正
し
く
知
る
こ
と
で
、
本
人

も
家
族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
見
守
る
ヒ
ン
ト
が

学
べ
ま
す
。

②
介
護
予
防
・
運
動
栄
養
教
室
（
一
体
的
事
業
）

　
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
や
転
倒
予
防
の
コ
ツ
な
ど
を
理
学
療
法
士
が
講

話
し
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
、
高
齢
期
に
必
要
な
食
事
に
つ
い
て
栄
養

士
が
講
話
し
ま
す
。

③
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
今
の
想
い
を
大
切
な
人

と
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

【
対
象
】　　
　
地
域
住
民
（
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
団
体
）

【
場
所
】　　
　
各
自
治
体
公
民
館
等

【
開
催
時
間
】  

１
講
座　
60
分
程
度

【
費
用
】　　
　
無
料

【
申
込
み
】　　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

①	 ばいばくす（どちらも乗り物です）
②	 んぴにあじのん（楽器と野菜です）
③	 ずかんんみぼ（衣服と果物です）
④	 べめくねにがち（身に着けるものと化粧品です）
⑤	 うんきぞほきう（どちらも掃除道具です）

①ばいく・ばす　②ぴあの・にんじん　③ずぼん・みかん　
④めがね・くちべに　⑤ぞうきん・ほうき【答え】

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
実
施
し
ま
す

　
消
防
法
第
８
条
第
１
項
で
規
定
す

る
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

〇
講
習
日
時

　
７
月
30
日（
木
）・
31
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
講
習
場
所

　
中
央
公
民
館
鶴
見
分
館
３
階　
講
習
室
４

　
阿
久
根
市
鶴
見
町
１
６
６
番
地

〇
募
集
人
員　
30
人

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

〇
受
講
申
込
受
付
期
間

　
６
月
22
日（
月
）
～
７
月
10
日（
金
）

〇
受
講
料

　
３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〇
対
象
者

　
阿
久
根
市
内
ま
た
は
長
島
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
、事
業
所
な

ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た
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気象の
警報な

どが

気象の
警報な

どが

大きく
変わり

ます

大きく
変わり

ます

　

国
土
交
通
省
水
管
理
・ 

国
土
保

全
局
と
気
象
庁
で
は
、
令
和
６
年
６

月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
防
災
気

象
情
報
に
関
す
る
検
討
会
」
の
提
言

を
踏
ま
え
、
防
災
関
係
機
関
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
効
果
的
に

避
難
な
ど
の
行
動
を
と
る
た
め
の
新

た
な
防
災
気
象
情
報
の
運
用
開
始
に

向
け
て
、
気
象
業
務
法
お
よ
び
水
防

法
の
改
正
な
ど
所
要
の
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
の
大
雨
時
期
か
ら
運
用

す
る
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の
名
称

や
情
報
体
系
に
つ
い
て
、
以
下
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
防
災
気
象
情
報
は
、
情
報

名
称
に
警
戒
レ
ベ
ル
の
数
字
を
付
記

す
る
な
ど
、
市
町
村
が
発
令
す
る
避

難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報
や
住
民
が

と
る
べ
き
避
難
行
動
と
の
関
係
が
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
５
月
下
旬

か
ら
運
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

情
報
へ
の
レ
ベ
ル
の
付
記

　
情
報
と
対
応
す
る
防
災
行
動
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
情
報

名
称
そ
の
も
の
に
レ
ベ
ル
の
数
字
を

付
け
て
発
表
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
３
～

５
に
つ
い
て
は
警
戒
レ
ベ
ル“

相
当”

情
報
で
す
が
、
分
か
り
や
す
さ
、
伝

わ
り
や
す
さ
を
重
視
し
、
例
え
ば
レ

ベ
ル
３
相
当
の
大
雨
警
報
は
、
レ
ベ

ル
３
大
雨
警
報
と
し
ま
す
。（
大
雨

警
報
→
レ
ベ
ル
３
大
雨
警
報
、
高
潮

注
意
報
→
レ
ベ
ル
２
高
潮
注
意
報
な

ど
）

レ
ベ
ル
４
相
当
情
報
と
し
て

の
「
危
険
警
報
」
の
運
用

　
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
の
発
令
な
ど

の
目
安
と
な
る
レ
ベ
ル
４
相
当
の
情

報
と
し
て
危
険
警
報
を
運
用
し
ま

す
。（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
→
レ
ベ

ル
４
土
砂
災
害
危
険
警
報
な
ど
）

気
象
防
災
速
報
、
気
象
解
説

情
報
の
新
設

　
こ
れ
ま
で
「
気
象
情
報
」
と
し
て

発
表
し
て
い
た
様
ざ
ま
な
情
報
を
大

き
く
２
つ
に
分
類
し
ま
す
。
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
発
生
な
ど
、
極
端

な
現
象
を
速
報
的
に
伝
え
る
情
報
は
、

「
気
象
防
災
速
報
」、
気
象
状
況
等
を

網
羅
的
に
解
説
す
る
情
報
は
「
気
象

解
説
情
報
」
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

（
顕
著
な
大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報

→
気
象
防
災
速
報
（
線
状
降
水
帯
発

生
）
な
ど
）

（
全
般
台
風
情
報
→
気
象
解
説
情
報

（
台
風
第
○
号
）
な
ど
）

特
設
ペ
ー
ジ

　
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け
た

特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
た
な
防
災
気

象
情
報
に
関
す
る
様
々
な
資
料
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を

参
考
に
、
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
、
ご
家

庭
や
企
業
・ 

組
織
内
で
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮 警戒レベルごとの住民がとるべき行動

警戒レベル５相当 氾濫特別警戒 大雨特別警報 土砂災害特別警報 高潮特別警報 命の危険　直ちに安全確保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈警戒レベル４までに危険な場所から必ず避難〉

警戒レベル４相当 氾濫危険警報 大雨危険警報 土砂災害危険警報 高潮危険警報 危険な場所から全員避難

警戒レベル３相当 氾濫警報 大雨警報 土砂災害警報 高潮警報 避難に時間をようする人は早めに避難の準備など

警戒レベル２ 氾濫注意報 大雨注意報 土砂災害注意報 高潮注意報 避難行動を確認（避難所やルート、タイミングなど）

警戒レベル１ 早期注意情報 災害への心構えを高める

〈新しい防災気象情報の情報体系とその名称〉

情報名称などが大きく変わるため、
防災計画などの点検や見直しをお願いします。

新
情
報
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
た
な
防
災
気
象
情
報
で
は
、
避

難
行
動
に
対
応
し
た
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
に
整
合
さ
せ
、
大
雨
な
ど
の

災
害
発
生
の
危
険
度
の
高
ま
り
に
応

じ
て
各
情
報
を
発
表
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、
河
川
氾
濫
の
特
別

警
報
を
新
た
に
開
始
す
る
こ
と
や
警

戒
レ
ベ
ル
４
相
当
情
報
と
し
て
危
険

警
報
を
運
用
す
る
こ
と
な
ど
、
現
行

の
大
雨
警
報
・
注
意
報
な
ど
の
気
象

庁
が
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
へ
の
整
合

　
避
難
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で

住
民
が
と
る
べ
き
行
動
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

対
象
と
な
る
災
害
で

あ
る
河
川
氾
濫
、
大
雨
、
土
砂
災
害

及
び
高
潮
に
関
す
る
情
報
等
は
、
こ

れ
ま
で
警
戒
レ
ベ
ル
と
情
報
と
の
対

応
が
対
象
災
害
ご
と
に
異
な
る
運
用

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
、
５

段
階
す
べ
て
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
対
応

し
た
情
報
を
改
め
て
設
定
し
、
と
る

べ
き
行
動
の
判
断
を
よ
り
一
層
支
援

で
き
る
情
報
体
系
に
改
善
し
ま
す
。

現状 今後（令和８年度出水期～）
記録的時間大雨情報 ➡ 気象防災情報（記録的短時間大雨）

顕著な大雨に関する気象情報 ➡ 気象防災速報線状降水帯発生）
気象防災速報（線状降水帯直前予測）（R ８運用開始予定）

顕著な大雪に関する気象情報 ➡ 気象防災速報（短時間大雪）
竜巻注意報 ➡ 気象防災速報（竜巻注意／竜巻目撃）

現状 今後（令和８年度出水期～）
線状降水帯半日前予測を記載した全般／地方／府県気象情報 ➡ 気象開設情報（線状降水帯半日前予測）

全般台風情報（総合情報） ➡ 気象解説情報（台風第〇号）
大雨に関する全般／地方／府県気象情報 ➡ 気象開設情報（大雨）

気象防災速報　極端な現象を速報的に伝える情報（県単位でのみ発表）

気象解説情報　現在・今後の気象状況を網羅的に解説する情報（全国・地方・府県単位で発表）
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歳出
９億８０２３万２千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
歳
入

　

主
な
も
の
は
、
各
市
町
か
ら
の

負
担
金
や
衛
生
セ
ン
タ
ー
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
に
対
す
る
国
庫
補

助
金
、
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理

場
使
用
料
な
ど
）、
鉄
、
ア
ル
ミ
な

ど
の
売
り
払
い
収
入
で
す
。

〇
歳
出

　
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い
（
ご
み
）

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
し
尿
処
理
経
費

な
ど
の
衛
生
費
、
組
合
の
統
括
事

務
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
総
務
費
、

介
護
認
定
審
査
、
障
が
い
支
援
区

分
認
定
審
査
判
定
業
務
の
経
費
で

あ
る
民
生
費
で
す
。

【使用料および手数料】【使用料および手数料】
5737万１千円5737万１千円

【国庫支出金】
333万３千円

【財産収入・諸収入】【財産収入・諸収入】
3233万９千円3233万９千円

【【分担金および負担金】分担金および負担金】
８億 8728万９千円８億 8728万９千円
内訳内訳
長島町負担金・・・・・� １億 2665万７千円
阿久根市負担金・・・・� ２億 2681万２千円
出水市負担金・・・・・� ５億 3192万円
地方交付税分・・・・・・・・� 190 万円

【総務債】
7690万４千円

【民生債】
5307万７千円

【議会費・公債費・予備費】
494万２千円

【衛生費】
８億 4530万４千円

長島町・阿久根市・出水市の合計人口
76,846 人（令和８年４月１日現在）

住民１人あたりに使われるお金
12,756 円

内訳
じんかい処理費・・・・6,609 円　　　
リサイクル処理費・・・1,906 円　　　　　
し尿処理費・・・・・・2,485 円

総務費・・・・ ・1,001 円
民生費・・・・・   691 円
議会費ほか・・・     64 円

歳入
９億８０２３万２千円

〇
展
示
・
応
募
期
間

　
５
月
25
日
（
月
）

　
～
５
月
31
日
（
日
）

〇
開
催
場
所

　
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　
（
旧
環
境
セ
ン
タ
跡
地
）

　
阿
久
根
市
多
田

　
　
　
　
　
　
３
７
７
１
番
地
１

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
当
初
予
算

問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　
☎
（
68
）
８
８
５
４
［
直
通
］

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア

北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
抽
選

に
よ
り
引
き
渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

を
新
し
い
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
期
間
内
に

エ
コ
リ
ア
北
薩
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

確
認
し
、
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
下

さ
い
。
後
日
抽
せ
ん
に
よ
り
引
き
渡

し
が
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を
開
催

問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
84
）
４
１
１
１
［
直
通
］



４
月《
卯
月
》
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１
日（
水
）

６
日（
月
）

９
日（
木
）

13
日（
月
）

15
日（
水
）

16
日（
木
）

17
日（
金
）

20
日（
月
）

21
日（
火
）

23
日（
木
）

26
日（
日
）

28
日（
火
）

29
日（
水
）

30
日（
木
） 辞

令
交
付
式
（
役
場
）

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
し
ま
地
域
活
性
化
推
進
機
構
仕
事
は
じ
め
式（
町
内
）

小
中
学
校
入
学
式
（
川
床
中
学
校
・
鷹
巣
小
学
校
）

町
長
初
登
庁
式
（
役
場
）

当
選
証
書
授
与
式
（
役
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
会
計
監
査
（
役
場
）

県
町
村
会
第
１
回
町
村
研
修
会
（
役
場
）

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

全
国
治
水
砂
防
協
会
鹿
児
島
県
支
部
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

自
治
公
民
館
長
会
議
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
沖
縄
県
）
22
日
（
水
）
ま
で

鹿
児
島
県
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

第
15
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
周
辺
）

令
和
８
年
第
２
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
（
役
場
）

獅
子
島
招
魂
祭
・
つ
つ
じ
祭
り
（
獅
子
島
）

民
生
委
員
児
童
委
員
協
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
ら

ヒ
ナ
を
発
見
し
た
ら
？

詳
し
く
は
こ
ち
ら

窓
口
の
連
絡
先

一
覧
は
こ
ち
ら

　
町
に
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
野

鳥
の
ヒ
ナ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
野
鳥
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
（
鳥
獣
保
護
法
）」
に
よ
っ
て
、

国
や
都
道
府
県
な
ど
の
許
可
を
得
る

こ
と
な
く
捕
ま
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
身
近
に
い
る
ス
ズ
メ
で
も
捕
ま

え
て
飼
う
こ
と
は
法
律
違
反
で
す
。

野
鳥
は
あ
く
ま
で
も
野
生
動
物
な
の

で
、
距
離
を
お
い
て
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
係

　
☎（
25
）５
５
０
９
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固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
発
送

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
資
産

価
値
に
応
じ
て
納
付
す
る
税
金
で
す
。

　
支
払
い
方
法
は
、「
納
付
書
払
」と「
口
座
払
」

が
可
能
で
す
。
納
付
書
払
の
か
た
は
、「
全
期
払
」

「
各
期（
１
期
）払
」の
２
種
類
の
納
付
書
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
納
付
書
を

選
択
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、口
座
振

替
登
録
の
あ
る
か
た
に
は
納
付
書
を
同
封
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、固
定
資
産
の
状
況
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、こ
の
納
税
通
知
書
を

受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
３
カ
月
以

内
に
町
長
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、障

が
い
者
の
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習

得
を
図
り
、就
職
の
促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
次
の
と
お
り
令
和
８
年
度
障
害
者
委
託

訓
練
、パ
ソ
コ
ン
事
務
科
を
開
催
し
ま
す
。

〇
訓
練
内
容

　
ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
情
報
の
管
理
・

活
用
な
ど
事
務
処
理
全
般
の
実
践
的
技
術
を

習
得
す
る
と
と
も
に
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
関

す
る
基
礎
的
技
法
を
学
び
ま
す
。
毎
日
規
則

正
し
い
集
団
生
活
を
す
る
こ
と
で
、人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
め
ま
す
。

〇
訓
練
委
託
先

　
職
業
訓
練
法
人　
川
内
能
力
開
発
協
会

〇
実
施
場
所

　
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー　

　
薩
摩
川
内
市
青
山
町
４
５
９
７
番
地

　
☎
０
９
９
６（
22
）３
８
７
３

〇
定
員　
８
人

〇
訓
練
期
間

　
８
月
20
日（
木
）
～
11
月
16
日（
月
）

〇
時
間

　
午
前
９
時
５
分
～
午
後
３
時
45
分

〇
応
募
資
格

　
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
か
た
で
、早
期
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
か
た

〇
募
集
期
間　
５
月
19
日（
火
）～
７
月
16
日（
木
）

〇
入
校
願
書
提
出
先

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
提
出
書
類

①
入
校
願
書（
校
指
定
の
用
紙
）

②
障
が
い
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど
の
写
し（
手

帳
の
な
い
か
た
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

　

精
神
障
が
い
の
か
た
は「
主
治
医
の
意
見

書
」の
写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
写
真
１
枚（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）を
入
校
願

書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
校
願
書
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、鹿

児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

〇
選
考
方
法（
面
接
）

・
実
施
日　
７
月
30
日（
木
）

・
場
所　
職
業
訓
練
法
人
川
内
能
力
開
発
協

会
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

〇
そ
の
他

・
職
業
訓
練
生
総
合
保
険（
３
１
０
０
円
）の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
施
設
内
の
駐
車
場（
駐
輪
場
）は
無
料
で
す
。　

・
Ｊ
Ｒ
隈
之
城
駅
か
ら
送
迎
も
可
能
で
す
。

※
こ
の
委
託
訓
練
の
事
業
実
施
主
体
は
、国
立・

県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。

〇
特
典

・
授
業
料　
無
料　

※
教
材
費
９
０
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
か
た

　
雇
用
保
険
受
給
の
か
た
は
訓
練
期
間
中
は

失
業
給
付
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
雇
用
保
険
受
給
の
な
い
か
た
も
、職
業
訓
練

受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
が

い
者
窓
口
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６（
44
）２
２
０
６

朝
刊
配
達
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
南
日
本
新
聞
社
読
者
局
販
売
部
で
は
、朝
刊

の
配
達
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
朝
の
時
間
を
有
効
活
用
し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
働
け
ま
す
。
初
心
者
で
も
ス

タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
仕
事
内
容
・
給
与

・
例
Ａ
：
午
前
４
時
か
ら
鷹
巣
・
浦
底
地
区

で
約
１
０
０
部
配
達

［
給
与
］８
万
円
～

・
例
Ｂ
：
午
前
３
時
か
ら
鷹
巣
の
販
売
所
で

仕
分
け
作
業（
届
い
た
新
聞
梱
包
を
配
達
員
さ

ん
ご
と
に
準
備
）仕
分
け
後
、諸
浦
地
区
で
約

50
部
配
達

［
給
与
］８
万
円
～

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

　
南
日
本
新
聞
社
読
者
局
販
売
部

　
☎
０
９
９（
８
１
３
）５
０
４
３

職
業
訓
練
指
導
員
講
習
の
案
内

　
鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、職
業

訓
練
指
導
員（
職
業
能
力
開
発
施
設
で
の
指
導

や
企
業
な
ど
で
の
人
材
育
成
を
担
当
す
る
か

た
）と
し
て
必
要
な
指
導
・
訓
練
方
法
な
ど
の

能
力
を
短
期
間
に
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て「
厚
生
労

働
大
臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
領
」に
よ
り

実
施
す
る
の
も
の
で
す
。

　
講
習
修
了
証
書
授
与
者
に
は
、本
人
の
申
請

に
基
づ
い
て
、県
知
事
か
ら
職
業
訓
練
指
導
員

免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

〇
期
日

　
７
月
28
日（
火
）
～
30
日（
木
）

　
８
月
４
日（
火
）
～
６
日（
木
）

　
計
６
日
間

　
（
午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分
）

〇
場
所

　
鹿
児
島
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　
１
階
研

修
室
１（
鹿
児
島
市
鍛
治
屋
町
19
番
18
号
）

〇
主
な
受
講
資
格

①
技
能
検
定（
国
家
検
定
）の
１
級
ま
た
は
単

一
等
級
の
合
格
者

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４
年
～
10
年

の
実
務
経
験
者

③
学
校
教
育
法
に
夜
免
許
職
種
に
関
す
る

学
科
を
修
め
た
者
で
、大
学
卒
業
者
２
年
、

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
卒
業
者
４
年
、

高
等
学
校
卒
業
者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ

る
者

〇
受
付
期
限

　
５
月
22
日（
金
）必
着（
土
・
日
は
除
く
）

〇
定
員

　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

〇
受
講
料

　
１
５
６
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
受
講
案
内
、受
講
申
請
書
は
鹿
児
島
県
職
業

能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
９（
２
２
６
）３
２
４
０

親
子
読
書
研
修
会

　

本
県
で
は「
第
5
次
鹿
児
島
県
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、「
本
が
ひ
ら

く　
わ
た
し
の
未
来
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、「『
1
日
20
分
読
書
』運
動
」な
ど
を
通
し
た

子
供
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
県

立
図
書
館
で
は
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

親
子
読
書
の
進
め
か
た
や
親
子
読
書
活
動
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ「
親
子
読
書
研
修

会
」を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時

　
７
月
５
日（
日
）午
後
1
時
～
４
時

〇
場
所

　
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

　

(

県
民
ホ
ー
ル)

〇
内
容

　
「
お
や
こ
一
冊
読
書
」に
つ
い
て
の
取
組
発

表
、実
演
、

 

村
中　
李
衣　
氏(

児
童
文
学
作
家
・
山
口

学
芸
大
学
客
員
教
授)

に
よ
る
講
演
な
ど

〇
参
加
費

　
無
料

〇
申
込
方
法

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〇
申
込
期
限

　
６
月
24
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
図
書
館
奉
仕
課

　
☎
０
９
９（
２
２
４
）９
５
１
４

沿
岸
漁
業
改
善
資
金

　
沿
岸
漁
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
は
、必
要
な

資
金
を
無
利
子
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

〇
貸
付
対
象

　
省
エ
ネ
型
エ
ン
ジ
ン
や
魚
群
探
知
機
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
受
信
機
、漁
業
用
ク
レ
ー
ン
や
漁
獲
物
処
理

施
設
な
ど

※
新
規
漁
業
就
業
者
の
方
は
、漁
船
購
入
や
漁

業
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

〇
募
集
回
数
お
よ
び
申
請
諸
る
の
提
出
期
日

　
年
３
回（
５
月
31
日
、10
月
31
日
、２
月
10
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
水
産
振
興
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
４
３

夏
の
か
ご
し
ま
宿
泊
割

　
県
で
は
、次
の
と
お
り
宿
泊
割
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
割
引
期
間

　
５
月
６
日（
水
・
祝
）
～
７
月
31
日（
金
）

〇
割
引
額

　
旅
行
商
品
代
金
の
20
㌫
割
引
、一
人
一
泊
あ

た
り
上
限
５
０
０
０
円

　
離
島
で
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
一
人
一
泊
あ

た
り
上
限
８
０
０
０
円

※
割
引
利
用
の
詳
細
や
対
象
の
宿
泊
施
設
・

旅
行
会
社
な
ど
に
つ
い
て
は
、特
設
サ
イ
ト
に

て
ご
確
認
下
さ
い
。

※
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
前
の
既
存
予
約
は

割
引
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　
☎
０
５
０（
３
６
６
７
）１
６
１
９

　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

・
県
Ｐ
Ｒ
観
光
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
０
８
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獅
子
島
架
橋
早
期
実
現
に
向
け
て
要
望
書
を
提
出

夢
の
架
け
橋
へ
前
進　

２
月
18
日
、
川
添
町
長
と
獅
子
島
架
橋
建
設
促

進
期
成
会
、
長
島
町
商
工
会
女
性
部
な
ど
が
塩
田

知
事
の
も
と
を
訪
れ
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
獅
子

島
架
橋
実
現
に
ま
い
進
す
る
旨
を
記
載
し
た
「
獅

子
島
架
橋
の
早
期
実
現
に
向
け
て
の
要
望
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
顧
問
と
し
て
中
村
素
子
県
議
会

議
員
も
同
席
。
同
期
成
会
や
獅
子
島
振
興
会
、
同

女
性
部
の
代
表
者
が
「
獅
子
島
架
橋
が
完
成
し
た

時
に
は
、
塩
田
知
事
と
渡
り
初
め
を
し
た
い
。
私

が
歩
け
る
う
ち
に
早
期
実
現
を
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
塩
田
知
事
に
話
し
、
獅
子
島
架
橋
実
現

へ
着
実
に
前
進
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
へ
感
謝
状

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
人
が

　
３
月
23
日
、
令
和
７
年
に
町
の
民
生
委
員
児
童

委
員
を
退
任
し
た
大
堂
き
み
子
さ
ん
、
岩
下
昭
人

さ
ん
、
前
田
博
子
さ
ん
、
有
馬
和
代
さ
ん
、
田
渕

玲
子
さ
ん
の
５
人
に
長
年
の
功
績
と
社
会
福
祉
の

増
進
へ
の
貢
献
を
た
た
え
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、川
添
町
長
が
伝
達
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
を
18
年
間
務
め
た
田
渕
さ
ん
は
「
長
年

元
気
で
務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
輩

が
た
や
行
政
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
る
。『
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
人
が
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

町
内
で
卓
球
教
室

今
後
に
生
か
し
て
い
く

　

３
月
21
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
卓
球
教
室
を
開
催
し
、
町
内
の
児
童
生
徒
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
部
活
動
や
少
年
団
で
活

動
す
る
選
手
の
技
術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

実
技
指
導
と
相
互
交
流
、
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
薩
摩
川
内

市
の
実
業
団
に
所
属
す
る
選
手
８
人
を
講
師
に
招

き
、参
加
者
は
講
師
の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
後
、

練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
場
凛り
ん
な花
さ
ん
（
長
島
中
２
年
）
は

「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ア
オ
サ
作
戦
」

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
を

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
令
和
８

年
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
の

今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ゆ
ず
り
合
い
愛
が
あ
ふ

れ
る
鹿か
ご
し
ま
じ

児
島
路
」
で
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ

ナ
ー
の
向
上
や
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
根
絶
、
歩

行
者
優
先
な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
な
ど
３

つ
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
６
日
は
、
阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長
島

支
部
の
会
員
や
東
町
漁
協
の
職
員
、
阿
久
根
警
察
署

の
署
員
が
参
加
し
、
事
故
未
然
防
止
を
図
ろ
う
と
赤

崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク
で
恒
例
の
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
ア
オ
サ
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
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町
内
の
小
中
学
校
入
学
式

楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い　

４
月
９
日
、
町
内
の
小
学
校
７
校
と
中
学
校
５

校
で
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の

新
入
生
は
、
小
学
生
80
人
、
中
学
生
94
人
の
計

１
７
４
人
で
す
。
伊
唐
小
学
校
（
向
井
理
恵
子
校

長
・
17
人
）
で
は
、
保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、
３

人
が
入
学
し
ま
し
た
。
向
井
校
長
は
「
い
か
ら
」

に
ち
な
ん
で
「『
い
』
つ
も
え
が
お
で
、『
か
』
か

わ
り
あ
い
、
じ
ぶ
ん
『
ら
』
し
く
成
長
し
ま
し
ょ

う
」
と
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
双
子
で
入
学

し
た
丸
橋
侑ゆ
う
き生
さ
ん
と
和か
ず
き生
さ
ん
は
「
外
で
遊
ぶ

の
が
楽
し
み
」「
算
数
を
勉
強
す
る
の
が
楽
し
み
」

と
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

蔵
之
元
小
学
校
で
ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

　
４
月
14
日
、
蔵
之
元
小
学
校
（
朝
倉
寛
校
長
・

35
人
）
の
児
童
が
、
北
さ
つ
ま
漁
協
や
県
、
町
の

協
力
の
も
と
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
小
浜
港
へ
放
流

し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
ヒ
ラ
メ
の
生
体
に
つ
い

て
の
話
を
聞
い
た
後
、
約
７
㌢
、
子
ど
も
の
手
の

ひ
ら
サ
イ
ズ
の
稚
魚
２
万
３
千
匹
を
海
へ
放
ち
、

寄
せ
て
は
引
く
波
に
四
苦
八
苦
す
る
稚
魚
を
優
し

く
沖
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流
を
行
っ
た
石
橋

心こ
は
る陽
さ
ん
（
１
年
）
は
「
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

大
き
く
な
っ
た
ら
会
っ
て
み
た
い
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
転
入
学
校
教
職
員
宣
誓
式

自
然
と
人
び
と
に
恵
ま
れ
た
長
島
で

　
４
月
10
日
、
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
し
て
き

た
教
職
員
を
対
象
に
令
和
８
年
度
転
入
学
校
職
員
宣

誓
式
が
、
指
江
支
所
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
新
た
に
42
人
の
教
職
員
が
小
中
学
校
に

転
入
し
、
代
表
し
て
鷹
巣
小
学
校
の
小
野
颯
士
朗

教
諭
（
写
真
）
が
「
職
務
と
責
任
を
自
覚
し
、
誠

実
か
つ
構
成
に
職
務
を
執
行
し
ま
す
」
と
宣
誓
。

蔵
之
元
小
学
校
の
朝
倉
寛
校
長
は
「
豊
か
な
自
然

と
暖
か
い
人
に
恵
ま
れ
、
地
域
と
共
に
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
教
育
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
こ
の
教
育
力
を
受
け
止
め
、
現
場
に
積
極
的

に
生
か
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

出
水
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合
、
清
掃
ボ
ラ
テ
ィ
ア

暮
ら
し
の
安
心
安
全
を

　
４
月
16
日
、出
水
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合（
岩

﨑
憲
二
理
事
長
）
が
春
の
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ

せ
て
交
通
安
全
の
一
助
を
目
的
と
し
た
、
信
号
機

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
本
町
と
出
水
市
、
阿
久
根

市
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
に
所
属
す
る
町
内
３
社
が
指
江
と
平

尾
、
鷹
巣
の
計
３
カ
所
の
歩
行
者
信
号
機
を
丁
寧

に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
塚
田
裕
二
班
長
は

「
電
気
工
事
を
と
お
し
て
住
民
の
暮
ら
し
の
安
心

安
全
を
守
っ
て
い
け
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。



町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121

広報ながしま  2026年５月号  ｜ 　24 

思い出ごはん 棒針とかぎ針で作る洗える
おしゃれなコットンタオル

著／わたなべぽん

　記憶に残るなつかしい味をいま
再び作ってみました。

　洗えるコットン糸を使用してシ
ンプルなものから色いろな形のも
のまでかわいい作品がいっぱいで
す。

水
仙
の
葉
に
水
玉
の
連
な
り
て
朝
の
光
に
き
ら
め
き
止
ま
ず

満
開
の
桜
に
し
み
じ
み
「
な
つ
か
し
」
し
と
大
人
ぶ
り
し
幼
今
年
女
学
生
な
り

ほ
の
か
な
る
香
り
の
う
れ
し
水
仙
の
花
咲
く
春
は
手
に
と
り
う
れ
し

植
木
市
大
切
に
持
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
青
菜
は
少
し
は
み
出
し
て
お
り

小
林 

　
貢

小
林
如
月

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

石
積
み
の
花
の
ロ
ー
ド
を
バ
イ
ク
行
く
心
地
良
か
ろ
う
昔
は
ワ
シ
も

違
え
ど
も
が
行
動
の
庭
再
び
建
て
る
喜
び
心
新
た
に

眼
閉
ず
れ
ば
母
の
笑
顔
は
浮
か
べ
ど
も
声
を
聴
き
た
し
時
に
は
こ
え
を

長
島
に
自
慢
の
も
の
が
ま
た
一
つ
車
通
れ
ば
道
路
が
う
た
う

年と
し

な
る
と
動ど

う

に
も
な
ら
ぬ
仕し

か
た
な
い
こ
ま

方
何
困
っ
た
事こ

と

だ
分わ

か

ら
な
い
の
よ

こ
こ
か
ら
は
古
墳
の
小
径
菜
種
梅
雨

捨
て
ら
れ
ぬ
物
ま
た
増
え
て
三
月
来

贈
ら
れ
し
母
百
歳
の
胡
蝶
蘭

手
を
合
は
す
け
ふ
の
命
や
春
彼
岸

海
隔
つ
天
草
島
や
薄
霞

山
嵜
加
代
子

迫
口
　
君
代

大
堂
　
早
苗

坂
口
　
　
子

関
　
喜
久
雄

躑つ
つ
じ躅
咲
く
島
垣
に
干
す
開
き
魚

巣
燕
の
戻
り
賑
は
ふ
ラ
ー
メ
ン
屋

庭
先
に
干
す
男
物
初
蝶
来

茶
柱
の
立
ち
し
朝
餉
や
菜
種
梅
雨

震
災
を
く
ぐ
り
し
雛
の
微
笑
か
な

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

関
　
佳
代
美

大
堂
　
正
弘

アップルミンツ／編



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

関
　
佳
代
美

大
堂
　
正
弘
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編
集
後
記

▽
子
ど
も
の
鯉
の
ぼ
り
を
立
て

よ
う
と
４
月
の
初
旬
か
ら
計
画

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
雨
が
多

か
っ
た
り
、季
節
の
変
わ
り
目
で
、

私
が
風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た
り

が
重
な
り
４
月
の
後
半
に
や
っ

と
の
思
い
で
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
み
な
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
伊
唐
小
学
校
の
入
学
式
を
取

材
に
行
き
ま
し
た
。同
校
に
は
、

何
度
か
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

体
育
館
が
校
舎
の
２
階
で
、
お

し
ゃ
れ
な
作
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
双
子
の
入
学
生
、
迎

え
入
れ
る
２
年
生
に
も
双
子
が

い
て
、
２
年
連
続
の
双
子
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
日
は
、
４

月
９
日
で
し
た
が
、「
２
」
に

心
弾
む
素
敵
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

�

大
西　
洋
介

　
中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ

て
自
主
的
に
学
ぶ
機
会
や
郷
土
愛

を
育
む
場
と
し
て
仲
間
作
り
や
心

身
共
に
健
康
な
少
年
・
少
女
育
成
の

た
め
、
町
内
在
住
の
中
学
生
と
町
出

身
の
高
校
１・
２
年
生
を
対
象
に
、

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
高
校

生
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
活
動
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
日
各
学
校
へ
配
布
す
る
募

集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
申
し
込
み
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
限

　
５
月
29
日
（
金
）

　
午
後
５
時
ま
で

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
・
高
校
生

     

リ
ー
ダ
ー
会
員
募
集

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］
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第
19
回
ふ
れ
あ
い
・
な
が
し
ま
軽

ト
ラ
市
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
販
売
ブ
ー
ス
な
ど
多
数
の
出
店
と

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
九
州
プ
ロ
レ
ス
の
試

合
を
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

〇
日
時

　
６
月
14
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

〇
場
所

　

町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
（
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
）

問
い
合
わ
せ
先

・
長
島
町
商
工
会
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎妊婦と家族のファミリー講座
　　（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦 )

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇高尾野診療所 82-0017
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□高尾野会営薬局 64-2110
□よつば薬局 79-4331
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇楠元内科医院 62-8600
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
〇キッズクリニック 63-7707
□ポポロ薬局 63-4630
□市民調剤薬局 68-0150
□さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

〇来仙医院 84-2005
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□スマイル薬局 84-2430
□すくすく薬局　72‐5010
	

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■燃やせるごみ
� （平尾・蔵之元・川内）
� （鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
�（城川内・指江・下山門野）
� （山門野・川床・浦底）
� （獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇市川医院 63-3151
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局 64-8280
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